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１ ２０１６年３月期１．２０１６年３月期
第２四半期決算の概要
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１）業績ハイライト

２０１６年２０１６年３月期３月期 第２四半期決算の概要第２四半期決算の概要

１）業績ハイライト （単位：百万円・％）

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率 期初予想 増減額 増減率

営 業 収 益 ９９，５６８ １０８，１２５ ８，５５７ ８．６ １０８，１００ ２５ ０．０

営 業 利 益 １４，５２３ １７，９００ ３，３７６ ２３．３ １３，９００ ４，０００ ２８．８

経 常 利 益 １１，４１６ １５，３１２ ３，８９５ ３４．１ １１，１００ ４，２１２ ３７．９

親会社株主に親会社株主に

帰 属 す る

四半期純利益

７，７３９ １０，５３１ ２，７９２ ３６．１ ６，９００ ３，６３１ ５２．６

＜主な増減理由等 前年同期比＞＜主な増減理由等：前年同期比＞

●営業収益

・２０１４年７月１日に連結子会社化した泉北高速鉄道グループの業績の通期寄与

・インバウンド旅客の増加などによる空港関連輸送の好調 【当社空港線 運輸収入・輸送人員ともに過去最高】イン ウンド旅客の増加などによる空港関連輸送の好調 【当社空港線 運輸収入 輸送人員ともに過去最高】

●営業利益

・増収に加え、燃料費の減少などが寄与し増益 【第２四半期として過去最高】

●経常利益

3

・営業増益に加え、支払利息の減少が寄与し増益 【第２四半期として過去最高】



２）資産 負債及び純資産の状況

２０１６年２０１６年３月期３月期 第２四半期決算の概要第２四半期決算の概要

２）資産、負債及び純資産の状況
（単位：百万円）

2015年3月末 2015年9月末 増減額 主な増減理由

流 動 資 産 ８５，７２８ ７８，７２５ △７，００３
●流動資産

受取手形及び売掛金の減少 △３１億円

●固定資産

連続立体交差化工事の進捗による建設仮勘
固 定 資 産 ８２３，８１９ ８２５，０６６ １，２４７

連続立体交差化工事の進捗による建設仮勘
定の増 ＋７２億円、

減価償却の進捗 △１２４億円

●負債

資 産 合 計 ９０９，５４７ ９０３，７９２ △５，７５５

支払手形及び買掛金の減少 △５５億円、

借入金の減少 △４１億円

●純資産

負 債 合 計 ７０９，５５６ ６９７，８４９ △１１，７０７

●純資産

親会社株主に帰属する四半期純利益

＋１０５億円、

配当金支払 △３４億円

純 資 産 １９９，９９１ ２０５，９４２ ５，９５１

負 債 純 資 産 合 計 ９０９ ５４７ ９０３ ７９２ △５ ７５５ 配当金支払 △３４億円負 債 純 資 産 合 計 ９０９，５４７ ９０３，７９２ △５，７５５

有 利 子 負 債 残 高 ４９７ ２０９ ４９３ ０３２ △４ １７６ 借入金の減少による減
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有 利 子 負 債 残 高 ４９７，２０９ ４９３，０３２ △４，１７６ 借入金の減少による減



３）キ シ フロ の状況

２０１６年２０１６年３月期３月期 第２四半期決算の概要第２四半期決算の概要

2014年9月期 2015年9月期 増減額 主な増減理由

３）キャッシュ・フローの状況
（単位：百万円）

営 業 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
１３，６３１ １６，２４０ ２，６０９

●営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益の増＋３７億円
キ ャ ッ シ フ

●投資活動によるキャッシュ・フロー●投資活動によるキャッシュ フロ

（前期）泉北高速鉄道㈱の株式取得による支
出 △６９４億円

投 資 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
△７９，８１８ △１１，０４７ ６８，７７０

●財務活動によるキャッシュ・フロー

（前期）泉北高速鉄道㈱の株式取得に伴う資
金調達

財 務 活 動 に よ る

キ シ フ ロ
７１，５８７ △７，７９９ △７９，３８７ 金調達

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
， ， ，
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セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （２０１５年９月末現在）（２０１５年９月末現在）

セグメントセグメント別の状況別の状況（２０１６年３月期（２０１６年３月期 第２四半期）第２四半期）

【連結子会社５９社・非連結子会社１２社・関連会社７社（うち持分法適用会社２社）】

セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （２０１５年９月末現在）（２０１５年９月末現在）

増減（対 ２０１５年３月末現在）

連結子会社 増加 社 株式会社大阪府食品流通セ タ

運輸業

（３４社）

不動産業

（５社）

流通業

（１１社）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業
（２３社）

建設業

（６社）

その他の事業

（４社）

連結子会社の増加 １社 ： 株式会社大阪府食品流通センター

連結子会社の減少 ３社 ： 太陽ビルサービス株式会社、南海橋本観光開発株式会社、株式会社南海大阪ゴルフクラブ

（３４社） （５社） （１１社） （２３社） （６社） （４社）

営業収益 （単位：億円） 営業利益 （単位：億円）

※当社は運輸業、不動産業、流通業、レジャー・サービス業に、泉北高速鉄道株式会社は運輸業と不動産業に重複して含まれ
ております。

建設
183

その他
6

（0.5%） 流通
17

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
6

（3.8%）

建設
5

（3.1%）

運輸
493

（41.0%）
ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ

179
（14.9%）

（15.2%）

運輸
94

（53.1%）不動産
4

（9.8%） その他
△0

（△0.2%）

不動産
165

（13.7%）

流通
176

（14.7%）

54
（30.4%）
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１）セグメント別営業収益

セグメントセグメント別の状況別の状況（２０１６年３月期（２０１６年３月期 第２四半期）第２四半期）

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率

１）セグメント別営業収益
（単位：百万円・％）

運 輸 業 ４５，５４０ ４９，３５９ ３，８１９ ８．４

不 動 産 業 １４，３８４ １６，５４８ ２，１６３ １５．０

流 通 業 １５，９１９ １７，６４８ １，７２９ １０．９

レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業 １６，３５５ １７，９８４ １，６２８ １０．０

建 設 業 １５ ７９２ １８ ３１７ ２ ５２５ １６ ０建 設 業 １５，７９２ １８，３１７ ２，５２５ １６．０

そ の 他 の 事 業 ４９５ ６５６ １６１ ３２．７

調 整 額 △８，９１８ △１２，３８９

合 計 ９９，５６８ １０８，１２５ ８，５５７ ８．６
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２）セグメント別営業利益

セグメントセグメント別の状況別の状況（２０１６年３月期（２０１６年３月期 第２四半期）第２四半期）

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率

２）セグメント別営業利益
（単位：百万円・％）

運 輸 業 ７，００１ ９，４８８ ２，４８７ ３５．５

不 動 産 業 ４，７８５ ５，４２７ ６４１ １３．４

流 通 業 １，７３９ １，７６０ ２１ １．２

レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業 ６１６ ６８６ ６９ １１．３

建 設 業 ２８４ ５５４ ２６９ ９４ ５建 設 業 ２８４ ５５４ ２６９ ９４．５

そ の 他 の 事 業 △３７ △３２ ５ －

調 整 額 １３３ １５

合 計 １４，５２３ １７，９００ ３，３７６ ２３．３
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３）運輸業の実績 （増収増益）

セグメントセグメント別の状況別の状況（２０１６年３月期（２０１６年３月期 第２四半期）第２四半期）

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率 主な増減理由

●鉄道事業

３）運輸業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

鉄 道 事 業 ３０，０６６ ３３，３４０ ３，２７３ １０．９ ●鉄道事業

泉北高速鉄道の通期寄与によ
る増収＋１９億円

（増益＋４億円）

軌 道 事 業 ７３４ ７６２ ２７ ３．８

南海電鉄の運輸収入

増収＋１３億円

（うち、空港線＋６億円、

高野山関連＋３億円）

バ ス 事 業 １２，６２６ １３，０９６ ４７０ ３．７

海 運 業 ９８５ １，０８８ １０２ １０．４

高野山関連＋３億円）

●バス事業

リムジンバスなど空港関連輸送

貨 物 運 送 業 １，９５８ １，８９２ △６６ △３．４

車 両 整 備 業 ２，３１８ １，８５４ △４６３ △２０．０

リムジン スなど空港関連輸送
の増収

高野山開創１２００年記念大法
会に伴う増収

増収および燃料費減（△３億円）

調整額（セグメント内） △３，１５０ △２，６７５

営 業 収 益 ４５，５４０ ４９，３５９ ３，８１９ ８．４

増収および燃料費減（△３億円）
による増益

営 業 利 益 ７，００１ ９，４８８ ２，４８７ ３５．５

主
な
内

鉄 道 事 業 ５，９１４ ７，４５３ １，５３８ ２６．０
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内
訳

バ ス 事 業 ９２０ １，８８７ ９６６ １０５．１



鉄道旅客収入と輸送人員表（個別）

セグメントセグメント別の状況別の状況（２０１６年３月期（２０１６年３月期 第２四半期）第２四半期）

全 線 2014年9月期 2015年9月期 増減率 期初予想 増減率

（単位：百万円 ・千人・％）
鉄道旅客収入と輸送人員表（個別）

旅
客
収
入

定 期 外 １５，５１２ １６，７５１ ８．０ １６，４７０ １．７

定 期 １１，２６９ １１，３６７ ０．９ １０，７７２ ５．５

合 計 ２６，７８２ ２８，１１９ ５．０ ２７，２４３ ３．２

輸
送
人
員

定 期 外 ４３，６２６ ４６，９２７ ７．６ ４７，８１８ △１．９

定 期 ７１，０３０ ７１，４８６ ０．６ ６７，７０９ ５．６

合 計 １１４ ６５６ １１８ ４１３ ３ ３ １１５ ５２７ ２ ５員合 計 １１４，６５６ １１８，４１３ ３．３ １１５，５２７ ２．５

空港線 2014年9月期 2015年9月期 増減率 期初予想 増減率

（単位：百万円 ・千人・％）

港
旅
客
収
入

定 期 外 ２，４６０ ３，０５３ ２４．１ ２，６９７ １３．２

定 期 ５７８ ６１９ ７．１ ５８５ ５．７

合 計 ３ ０３９ ３ ６７２ ２０ ９ ３ ２８３ １１ ８入合 計 ３，０３９ ３，６７２ ２０．９ ３，２８３ １１．８

輸
送
人
員

定 期 外 ３，０４６ ３，８６５ ２６．９ ３，４５９ １１．７

定 期 １，８３５ １，９７６ ７．７ １，８５９ ６．３

合 計
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員合 計 ４，８８１ ５，８４１ １９．７ ５，３１８ ９．８



【参考】 鉄道旅客収入 前年同月比増減率の推移

24 7%
30%

前年同月比
増減率

11 4% 11 8%
13.3%

15.1% 16.0%

21.5%

15.1%

19.3%

24.7% 23.5%
21.0%

20%

7 1% 5 9%

10.4% 11.4% 11.8%

9.0%

10%

-0.4%
1.5% 1.8% 1.0% 1.6% 2.5%

7.1% 4.0% 4.6% 3.7% 4.7%
5.9%

-10%

0%

-9.1%

-20%

10%

全線 空港線

11



４）不動産業の実績 （増収増益）

セグメント別の状況（２０１６年３月期 第２四半期）

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率 主な増減理由

（単位：百万円・％）
４）不動産業の実績 （増収増益）

不 動 産 賃 貸 業 １０，６２３ １２，６９０ ２，０６７ １９．５
●不動産賃貸業

泉北高速鉄道グループの通期
寄与産 売 寄与

増収＋１８億円（増益＋７億円）

●不動産販売業

不 動 産 販 売 業 ３，８８１ ３，９２６ ４５ １．２

調整額（セグメント内） △１２０ △６８ ●不動産販売業

売上原価率の増加による減益

営 業 収 益 １４，３８４ １６，５４８ ２，１６３ １５．０

営 業 利 益 ４，７８５ ５，４２７ ６４１ １３．４

主 不 動 産 賃 貸 業 ４ ５６９ ５ ５００ ９３１ ２０ ４主
な
内
訳

不 動 産 賃 貸 業 ４，５６９ ５，５００ ９３１ ２０．４

不 動 産 販 売 業 ２５４ ５４ △１９９ △７８．４
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５）流通業の実績 （増収増益）

セグメントセグメント別の状況別の状況（２０１６年３月期（２０１６年３月期 第２四半期）第２四半期）

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率 主な増減理由

５）流通業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

ショッピングセンター

の経営
５，８３３ ７，１４０ １，３０６ ２２．４

●ショッピングセンターの経営

泉北高速鉄道グループ（㈱パンジョ
他）の通期寄与

＋９億円（増益＋２億円）駅 ビ ジ ネ ス 事 業 ９ ８０６ １０ ７２８ ９２１ ９ ４ 億円（増益 億円）

泉ケ丘駅前商業施設（H26.8取得）
の通期寄与

＋４億円（増益＋１億円）

なんばパ クス

駅 ビ ジ ネ ス 事 業 ９，８０６ １０，７２８ ９２１ ９．４

そ の 他 １，６１９ １，３１３ △３０５ △１８．９

なんばパークス

（H27/3 リニューアルOPEN）

＋２億円（増益＋２億円）

なんばＣＩＴＹ（リニューアル工事中）

調整額（セグメント内） △１，３４０ △１，５３３

営 業 収 益 １５ ９１９ １７ ６４８ １ ７２９ １０ ９ △１億円（減益△３億円）

●駅ビジネス事業

泉北高速鉄道グループ（泉鉄産業

営 業 収 益 １５，９１９ １７，６４８ １，７２９ １０．９

営 業 利 益 １，７３９ １，７６０ ２１ １．２
泉北高速鉄道グループ（泉鉄産業
㈱）の通期寄与

＋３億円

コンビニ新店舗開業による増収

億

主
な
内

ショッピングセン
タ ー の 経 営

１，１２５ １，１７０ ４４ ３．９
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＋３億円訳 駅ビ ジネ ス事業 ５９９ ５９７ △１ △０．３



６）レジ サ ビス業の実績 （増収増益）

セグメントセグメント別の状況別の状況（２０１６年３月期（２０１６年３月期 第２四半期）第２四半期）

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率 主な増減理由

６）レジャー・サービス業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

遊 園 事 業 ８１６ ８２３ ６ ０．７

旅 行 業 １，００６ １，０２２ １６ １．６

ホ テ ル 旅 館 業 ６５６ ６５２ △３ △０ ５

●ビル管理メンテナンス業

ホ テ ル ・ 旅 館 業 ６５６ ６５２ △３ △０．５

ボ ー ト レ ー ス

施 設 賃 貸 業
２，２６４ ２，２８６ ２１ １．０

ﾞ 管 業 ●ビル管理メンテナンス業

設備工事収入の増加による増収、
増益

ﾋ ﾞ ﾙ 管 理 ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ 業 ９，１６２ １０，７１１ １，５４８ １６．９

印 刷 業 ３４６ ３８８ ４１ １１．９

広 告 代 理 業 ５３５ ５７１ ３６ ６．７

そ の 他 ２，６３１ ２，６６７ ３５ １．４

調整額（セグメント内） △１，０６４ △１，１３８

営 業 収 益 １６ ３５５ １７ ９８４ １ ６２８ １０ ０営 業 収 益 １６，３５５ １７，９８４ １，６２８ １０．０

営 業 利 益 ６１６ ６８６ ６９ １１．３

主 な ﾋﾞ ﾙ 管 理
２４２ ３２４ ８１ ３３ ５
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内 訳 ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ 業
２４２ ３２４ ８１ ３３．５



７）建設業の実績 （増収増益）

セグメントセグメント別の状況別の状況（２０１６年３月期（２０１６年３月期 第２四半期）第２四半期）

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率 主な増減理由

７）建設業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

建 設 業 １５，８０３ １８，３２４ ２，５２１ １６．０
完成工事高増加による増収、
増益調整額（セグメント内） △１０ △６

営 業 収 益 １５，７９２ １８，３１７ ２，５２５ １６．０

営 業 利 益 ２８４ ５５４ ２６９ ９４．５

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率 増減理由

８）その他の事業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

2014年9月期 2015年9月期 増減額 増減率 増減理由

そ の 他 ４９７ ６５８ １６０ ３２．３

調整額（セグメント内） △２ △１調整額（セグメント内） △２ △１

営 業 収 益 ４９５ ６５６ １６１ ３２．７

営 業 利 益 △３７ △３２ ５ －
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営 業 利 益 △３７ △３２ ５



３．３．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想
２ ２０１６年３月期の業績予想２．２０１６年３月期の業績予想
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２０１６年２０１６年３月期の業績予想３月期の業績予想

１）業績 イライト

2016年3月期
主な差異理由

2015年

3月期
差異

（単位：百万円）
１）業績ハイライト

異

（B-A）
3月期

実績（C）

異

（B-C）期初予想

（A）

修正予想

(B)※１

差異

（B-A）

営 業 収 益 ２１６，７００ ２１８，１００ １，４００ ●営業収益 ２１０，９９５ ７，１０４
主に運輸業、レジャー・
サービス業の増収

●営業利益【過去最高】

営 業 利 益 ２６，６００ ２９，８００ ３，２００ ２８，１１８ １，６８１

経 常 利 益 ２０，９００ ２４，３００ ３，４００ ２２，００１ ２，２９８
●営業利益【過去最高】

主に運輸業の増益

●経常利益【過去最高】

親会 社株 主 に帰
属する当期純利益 １２，４００ １５，４００ ３，０００ １７，４６７ △２，０６７

投 資 額 ３６，４００ ３６，０００ △４００ ２６，６５５ ９，３４４

営業増益に加え、支払利
息の減少が寄与し増益

●有利子負債残高

減 価 償 却 費 ２５，６００ ２５，７００ １００ ２３，６９９ ２，０００

Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ ※ ２ ５２，２００ ５５，５００ ３，３００ ５１，８１７ ３，６８２

●有利子負債残高

増益に伴う営業CF増加
による減少

有利子負債残高 ４９５，４００ ４９４，９００ △５００ ４９７，２０９ △２，３０９

有利子負債残高

／ＥＢＩＴＤＡ倍率
９．５倍 ８．９倍 ９．６倍
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※１ 修正予想（B）は2015年10月30日時点の数値
※２ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費



２）セグメント別営業収益

２０１６年２０１６年３月期の業績予想３月期の業績予想

2016年3月期
主な差異理由

2015年

月期
差異

（単位：百万円）
２）セグメント別営業収益

主な差異理由

（B-A）
3月期

実績（C）

差異

（B-C）期初予想

（A）

修正予想

(B)※１

差異

（B-A）

運 輸 業 ９５，９００ ９８，１００ ２，２００
●運輸業

９３，５７４ ４，５２５輸 業 ５， ８， ，
鉄道事業＋１７億円

（空港・高野山関連輸送

の好調）

バス事業＋４億円

３，５ ，５ ５

不 動 産 業 ３３，６００ ３３，４００ △２００ ３２，３２３ １，０７６

流 通 業 ３４ ５００ ３４ ６００ １００ ３３ ８５６ ７４３ス事業 億円

（リムジンバス利用者増）

●レジャー・サービス業

ビル管理メンテナンス事業

流 通 業 ３４，５００ ３４，６００ １００ ３３，８５６ ７４３

レ ジ ャ ー ・

サ ー ビ ス 業
３６，６００ ３７，３００ ７００ ３７，０１９ ２８０

ビル管理メンテナンス事業

＋６億円

（工事収入の増加）

建 設 業 ４１，７００ ４１，１００ △６００ ３９，１１３ １，９８６

その他の事業 １，８００ １，８００ ０ １，９３９ △１３９

●建設業

完成工事高の減少
調 整 額 △２７，４００ △２８，２００ △２６，８３１

合 計 ２１６，７００ ２１８，１００ １，４００ ２１０，９９５ ７，１０４
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※１ 修正予想（B）は2015年10月30日時点の数値



３）セグメント別営業利益

２０１６年２０１６年３月期の業績予想３月期の業績予想

（単位：百万円）
３）セグメント別営業利益

2016年3月期
主な差異理由

2015年

月期
差異主な差異理由

（B-A）
3月期

実績（C）

差異

（B-C）期初予想

（A）

修正予想

(B)※１

差異

（B-A）

運 輸 業 １３，０００ １５，９００ ２，９００ ●運輸業 １２，９３７ ２，９６２輸 業 ３， ５， ，
鉄道事業＋２２億円

（増収による増益）

バス事業＋７億円

， ３ ，

不 動 産 業 ８，５００ ８，７００ ２００ ８，９８３ △２８３

流 通 業 ２ ９００ ２ ９００ ０ ３ ３８６ △４８６バス事業＋７億円

（増収および燃料費減）

●不動産業

流 通 業 ２，９００ ２，９００ ０ ３，３８６ △４８６

レ ジ ャ ー ・

サ ー ビ ス 業
１，４００ １，４００ ０ １，８１７ △４１７

●不動産業

不動産賃貸業+３億円

（サービスアパートメント、ス
イスホテルほか好調による
増益）

建 設 業 ９００ ９００ ０ １，０８１ △１８１

その他の事業 １００ １００ ０ １８２ △８２

増益）
調 整 額 △２００ △１００ △２７０

合 計 ２６，６００ ２９，８００ ３，２００ ２８，１１８ １，６８１
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※１ 修正予想（B）は2015年10月30日時点の数値



２０１６年３月期の２０１６年３月期の業績予想業績予想

）セグメ ト別投資額
（単位：百万円）

４）セグメント別投資額・EBITDA

投資額 EBITDA

2016年3月期
修正予想額

主な内訳

2016年3月期

期初予想

（A）

修正予想

（B）※１

差異

（B－A）

期初予想

（A）

修正予想

（B）※１

差異

（B-A）

運 輸 業 １５，２００ １５，５００ ３００ ＜収益拡大投資 １１６億円＞

・なんばエリア増収 ３６億円

新南海会館ビル建替、なんば

ＣＩＴＹリニューアル等

・成長投資 ４６億円

２６，８００ ２９，５００ ２，７００

不 動 産 業 １５，４００ １４，６００ △８００ １４，４００ １４，７００ ３００

流 通 業 ３ ４００ ３ ６００ ２００ ７ ０００ ７ １００ １００・成長投資 ４６億円

物流施設隣接土地取得等

・沿線エリア活性化等 ３４億円

和歌山市駅、泉ヶ丘等

流 通 業 ３，４００ ３，６００ ２００ ７，０００ ７，１００ １００

レ ジ ャ ー ・

サ ー ビ ス 業
２，９００ ３，１００ ２００ ２，８００ ３，１００ ３００

建 設 業 １００ １００ ０ １ ０００ １ ０００ ０
＜安全・更新投資 ２４４億円＞

・鉄道関連工事 ９３億円

車両新造、駅舎耐震工事等

･不動産･流通既存施設工事 ６８億円

堺東ビル耐震工事等

建 設 業 １００ １００ ０ １，０００ １，０００ ０

その他の事業 ０ ０ ０ １００ １００ ０

調 整 額 △６００ △９００ △１００ ０
堺東ビル耐震工事等

・その他 バス車両更新等

＜Ｍ＆Ａ ３０億円＞

大阪府食品流通ｾﾝﾀｰ株式取得等

合 計 ３６，４００ ３６，０００ △４００ ５２，２００ ５５，５００ ３，３００

Ｍ ＆ Ａ ２，８００ ３，０００ ２００

含む計
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Ｍ＆Ａ含む計 ３９，２００ ３９，０００ △２００

※１ 修正予想（B）は2015年10月30日時点の数値



）運輸業 輸

２０１６年２０１６年３月期の業績予想３月期の業績予想

全 線
2015年3月期

実 績

対前年

増減率

2016年3月期

期初予想

対前年

増減率

2016年3月期

修正予想※１

対前年

増減率

５）運輸業 鉄道旅客収入と輸送人員表（個別）
（単位：百万円 ・千人・％）

旅

客

収

入

定 期 外 ３１，２２８ １．０ ３３，０８９ ６．０ ３３，６２５ ７．７

定 期 ２２，２４４ △１．６ ２１，１６４ △４．９ ２２，２６５ ０．１

合 計 ５３，４７３ △０．１ ５４，２５４ １．５ ５５，８９１ ４．５入合 計 ５３，４７３ ０．１ ５４，２５４ １．５ ５５，８９１ ４．５

輸

送

人

員

定 期 外 ８８，４４２ △０．４ ９６，２４２ ８．８ ９４，７４６ ７．１

定 期 １３８，５８９ △１．０ １３１，３７１ △５．２ １３８，５００ △０．１

合 計 ２２７，０３１ △０．８ ２２７，６１３ ０．３ ２３３，２４６ ２．７員合 計 ２２７，０３１ △０．８ ２２７，６１３ ０．３ ２３３，２４６ ２．７

空港線
2015年3月期

実 績

対前年

増減率

2016年3月期

期初予想

対前年

増減率

2016年3月期

修正予想※１

対前年

増減率

（単位：百万円 ・千人・％）

空港線
実 績 増減率 期初予想 増減率 修正予想※１ 増減率

旅

客

収

定 期 外 ５，１１６ １５．０ ５，６８４ １１．１ ６，３６８ ２４．５

定 期 １，１５６ ０．８ １，１７２ １．４ １，２１２ ４．９

合 計入合 計 ６，２７２ １２．１ ６，８５６ ９．３ ７，５８０ ２０．９

輸

送

人

定 期 外 ６，４０３ １５．５ ７，２６６ １３．５ ８，０４２ ２５．６

定 期 ３，６７３ ０．５ ３，７２３ １．４ ３，８６１ ５．１
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員合 計 １０，０７６ ９．５ １０，９８９ ９．１ １１，９０３ １８．１

※１ 修正予想は2015年10月30日時点の数値



【参考】泉北高速鉄道グループの連結子会社化による影響

（１）業績に与える影響

2015年9月期実績、2016年3月期修正予想に含まれる泉北高速鉄道グループの業績は、次のとおりです。

2015年9月期

実績

2016年3月期

修正予想

（単位：百万円）

実績 修正予想

運輸業
営業収益 ３，９２２ ７，６７６

営業利益 ８５５ ９４６

営業収益 ３ ３４５ ６ ６７３
不動産業

営業収益 ３，３４５ ６，６７３

営業利益 １，４０８ ２，５４７

流通業
営業収益 ２，６１３ ５，１５９

営業 益
流通業

営業利益 ３７５ ７２０

合計
営業収益 ９，８８１ １９，５０９

営業利益 ２，６３９ ４，２１４

※金額は内部取引消去前の数値を記載しております。
※営業利益には、のれん償却額を反映しております。

2015年9月期実績 運輸業３３、不動産業１４１、 2016年3月期予想 運輸業６６、不動産業２８２
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【参考】泉北高速鉄道グループの連結子会社化による影響

（２）通期寄与による影響
2015年3月期の第2四半期において連結子会社化した泉北高速鉄道グループの業績が、2016年3月期
は第１四半期より通期で寄与するため 増収 増益の要因とな ており その影響額は次のとおりです

（単位：百万円）

は第１四半期より通期で寄与するため、増収・増益の要因となっており、その影響額は次のとおりです。

2015年9月期

実績への影響額

運輸業
営業収益 １，９８９

営業利益 ４２８

不動産業
営業収益 １，８０６

営業利益 ６５８

営業収益 １，２９３
流通業

営業収益 ，

営業利益 １８０

合計
営業収益 ５，０９０

営業利益 １ ２６７営業利益 １，２６７

※金額は内部取引消去前の数値を記載しております。
※営業利益には、のれん償却額を反映しております。

運輸業１６、不動産業１００
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運輸業１６、不動産業１００
※影響額には、2015年4月に連結子会社化した大阪府食品流通センターの数値も反映しております。



３．３．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想
３ 中期経営計画「深展１３３計画」の３．中期経営計画「深展１３３計画」の

進捗状況
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深展１３３計画の基本方針と数値目標深展１３３計画の基本方針と数値目標

＜基本方針＞

１．泉北関連事業 の 強化

２．関空・インバウンド事業 の 拡大

３ なんばエリア の 求心力向上３．なんばエリア の 求心力向上

＜継続して取り組む重点項目＞

１．沿線エリアの魅力創造 ２．グループ経営基盤の強化

＜数値目標＞

①連結営業利益 ３００億円

②連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 ８倍台

※参考指標 ＲＯＥ ７．１％

各基本方針において着実に成果を出すとともに、次期中計以降に

注力する新たな事業領域を明確化していく

25

注力する新たな事業領域を明確化していく。



２０１６年３月期２０１６年３月期 第２四半期の総括及び今後の方向性第２四半期の総括及び今後の方向性

◆インバウンド旅客の増加によ て空港線中心に想定以上の好業績を実現◆インバウンド旅客の増加によって空港線中心に想定以上の好業績を実現。

◆泉北関連事業において、物流事業拡大の下地づくりを実施。

◆ 新南海会館ビル（仮称）（以下 新南海会館ビル）建替の事業計画の変更を決定◆ 新南海会館ビル（仮称）（以下：新南海会館ビル）建替の事業計画の変更を決定、
本格的な工事に着手。

◆運輸業や流通業を中心にインバウンド需要の更なる取り込み施策の実施◆運輸業や流通業を中心にインバウンド需要の更なる取り込み施策の実施。

◆高野線・泉北線ダイヤ改正による輸送シェアの拡大。

◆新南海会館ビル開業に向け なんばのブランド価値を高める良質なテナントの誘◆新南海会館ビル開業に向け、なんばのブランド価値を高める良質なテナントの誘
致により、エリアポテンシャルの向上に努める。

◆中長期的な南海グループ成長戦略の検討。
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定量目標の進捗定量目標の進捗

連結営業利益 連結有利子負債／EBITDA倍率

バウ ド輸送 拡大を受 有 負債残高が ぼ横ば だが

(億円）

インバウンド輸送の拡大を受け、
2018年3月期目標をほぼ達成する見込み。

有利子負債残高がほぼ横ばいだが、
収益の拡大により、同様に目標を
ほぼ達成する見込み。

281
298

266 269
300

250

300

350

(億 ）

9 6

9.5
9.5

9.7

9.9

100

150

200

9.6
9.2

8.8
8 9

9.1

9.3

0

50

100

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期

8.9

8.5

8.7

8.9

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期15/3期 16/3期

予想

17/3期

計画

18/3期

目標

実績(15/3期）、予想(16/3期） 当初計画

15/3期 16/3期

予想

17/3期

計画

18/3期

目標

実績(15/3期）、予想(16/3期） 当初計画
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２０１６年３月期２０１６年３月期 基本方針別の進捗基本方針別の進捗

成果 今後の方向性

・値下げにより当社線シェアを拡大

泉北関連
事業

・値下げにより当社線シェアを拡大

・㈱大阪府食品流通センター、東大阪
流通センター隣接地を買収

・ダイヤ改正による輸送シェアの拡大
を軸としたシナジー創出策の実施

・物流施設高度化計画の策定、推進
・北大阪の物流施設管理棟建替着手

物流施設高度化計画の策定、推進

関空

・インバウンド旅客の増加継続 ・駅、列車のサービス機能の強化

関空・
インバウンド

事業

・鉄道シェア、当社線シェアの拡大

・なんばＣＩＴＹ、なんばパークスでの免
税カウンター設置

・鉄道利用促進に向けた販路・販売戦
略の強化

・なんばエリアを中心に収益機会の拡大税カウンタ 設置 なんば リアを中心に収益機会の拡大

なんばエリア

・新南海会館ビル建替計画の見直し

・なんばパークスリニューアルにより ・新南海会館ビルのリーシング強化なんばエリア
事業

・なんばパークスリニューアルにより
増収増益を確保

・なんばＣＩＴＹリニューアル工事に着手

新南海会館ビルのリ シング強化

・なんばＣＩＴＹリニューアルの推進
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泉北関連事業の強化泉北関連事業の強化（１／２）（１／２）

泉北エリアの活性化と収益向上（輸送サービスの利便性・快適性向上）

○運賃値下げ（15年3月）の影響 ○ダイヤ改正（15年12月）の実施決定
・想定したほどの減収は発生せず ・特急の導入、区間急行の増発
・中百舌鳥駅（※）における地下鉄からの転移増加 ・女性専用車両の導入

(単位：億円）

特急 区間急行

停車駅

難波・新今宮・
天下茶屋

難波・新今宮・
天下茶屋・堺東62%

64%

66%

68%

中百舌鳥駅（※）における

南海－泉北シェア推移（券種別）

(単位：億円）

期初予想 修正予想 増減

定期外 18 △ 1 △ 19
乗割拡大 △ 5 △ 5 0
定期からの転移 22 3 △ 19

停車駅
天下茶屋

～
泉ケ丘以南

天下茶屋 堺東
～

深井以南

運転本数 0本⇒13本 4本⇒54本

58%

60%

15/3期 15/6期 15/9期

通勤定期 通学定期

定期外 全体

他社線からの転移 1 2 1

定 期 △ 26 △ 5 21
通学定期値下げ △ 2 △ 2 △ 0
定期外への転移 △ 24 △ 3 21

合 計 △ 8 △ 6 2 定期外 全体合 計 △ 8 △ 6 2

※中百舌鳥駅にて南海高野線・泉北線が接続、大阪市営地下鉄御堂筋線への乗換が可能（P.42 沿線マップ参照）

・鉄道とバスの連携強化（接続性向上、バス路線の見直し）
・ダイヤ改正を契機としたプロモーションによる、運賃値下げ・利便性向上の訴求
泉ケ丘駅前施設のリニ アル推進と近畿大学移転（2023年）を見据えた活性化計画の検討
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・泉ケ丘駅前施設のリニューアル推進と近畿大学移転（2023年）を見据えた活性化計画の検討



泉北関連事業の強化泉北関連事業の強化（２／２）（２／２）

グループシナジー（物流事業の収益基盤向上、効率化の推進）

○北大阪流通センター ○東大阪流通センター
・隣接地に約5万㎡の土地を取得(15年4月) 隣接地に約4千㎡の土地取得（16年3月）を決定
・管理棟の縮小移転により開発用地創出

（16年9月竣工 延床面積1 821㎡ 事業費約9億円）（16年9月竣工、延床面積1,821㎡、事業費約9億円）

管理棟の移転・建替え 買収物件

管理棟の移転・建替え

開発候補地

開発候補地開発候補地

・開発計画の検討深度化（計画策定、テナント候補の選定、需給環境の見極め等）
・東大阪流通センター周辺での更なる開発用地の探索

30



泉北関連事業の強化泉北関連事業の強化 進捗進捗

数値目標の進捗状況 基準値を上回る

泉北関連事業 営業収益 営業利益泉北関連事業 営業収益・営業利益
増加進捗状況（対2015年3月期実績）

68 079%

100%80

（億円）

泉北関連事業※1 営業収益
2015年3月期実績 2018年3月期目標

52.3 53.5 

68.0 
77% 79%

74% 79%
60%

80%

40

60

2015年3月期実績※2 2018年3月期目標

154億円 ⇒ 222億円

68億円 増収

16.3 
17.4 

22.0 

20%

40%

20

40

泉北関連事業※1 営業利益
2015年3月期実績※2 2018年3月期目標

42億円 ⇒ 64億円

68億円 増収

0%0

基準値 実績 目標

15/9期 18/3期

42億円 ⇒ 64億円

22億円 増益

営業収益増加額 営業利益増加額

営業収益進捗率 営業利益進捗率
※1 泉北関連事業

泉北高速鉄道グループ事業（鉄道事業、物流事業、流通事業）、
南海電鉄鉄道事業（泉北高速との相互直通運転分）、泉ヶ丘駅前商業施設等

※2 15年3月期実績では 泉北高速鉄道グループを第2四半期より連結子会社化

31

※2 15年3月期実績では、泉北高速鉄道グル プを第2四半期より連結子会社化



関空・インバウンド事業拡大関空・インバウンド事業拡大（１／２）（１／２）

関空⇔なんばエリアへの送客

○関西空港利用外国人の増加 ○当社空港線の利用者増加 ○当社空港線収入の増加
全国の訪日外国人の増加率を上回る 関空利用者数の増加率を上回る 鉄道全線収入に占める割合も拡大

訪日外国人・関空利用外国人 前年比率
前年比率 当社線比率 （百万円）

空港線収入と全線に対する比率

140%

160%

180%

44.0%

46.0%

48.0%

50.0%

110%

115%

120%

125%

130%

前年比率 当社線比率

10%

15%

20%

4,000

6,000

8,000

（百万円）

100%

120%

13/3期 14/3期 15/3期 15/9期

訪日外国人（全国）前年比率

40.0%

42.0%

100%

105%

110%

13/3期 14/3期 15/3期 15/9期

鉄道利用者における当社線比率

関空旅客数前年比率

0%

5%

0

2,000

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期

予想

空港線収入
関空利用外国人前年比率

関空旅客数前年比率

空港線定期外利用者前年比率

空港線収入

鉄道全線収入に占める割合

・駅・列車の多言語対応、WiFi整備など、便利で快適な環境整備の促進
・航空会社や観光局、自治体との連携強化、海外AGTへの営業やWEB販売拡充
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出典：日本政府観光局、近畿運輸局、新関西国際空港㈱の資料を基に当社作成



関空・インバウンド事業拡大関空・インバウンド事業拡大（２／２）（２／２）

訪日外国人観光客おもてなし事業

○リムジンバスが好調 ○ﾌﾚｲｻﾞｰﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ南海大阪が好調 ○SCでの免税売上比率向上
梅田、難波、京都線が 客室単価、平均稼働率、外国人比率が上昇 なんばパークス、なんばCITYに
インバウンド需要により増収 免税カウンターを設置（15年7・10月）

免税売上比率の推移
全線に占

収入伸び率
平均稼働率・

外国人比率
客室単価

伸び率 ﾌﾚｲｻﾞ ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ営業成績

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

免税売上比率の推移

20%

30%

40%

50%

120%

140%

160%

める割合
収入伸び率

３路線※営業成績

70%

75%

80%

85%

90%

100%

150%

200%

外国人比率伸び率 ﾌﾚｲｻ ｰﾚｼ ﾃ ﾝｽ営業成績

0.0%

0.5%

13/3期 14/3期 15/3期 15/9期

なんばCITY

0%

10%

80%

100%

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期

予想

収入伸び率(対13/3月期）

全線収入に占める割合

60%

65%

70%

13/3期 14/3期 15/3期 15/9期

0%

50%

客室単価伸び率（対13/3月期）

平均稼働率
なんばパークス

全線収入に占める割合 平均稼働率

外国人比率
※関空-梅田、難波、京都の各路線の合計

なんばエリアを中心としたショッピング、宿泊、その他サービス機能の強化、拡充
（集客力のあるテナント誘致、新規サービスの展開等）
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関空・インバウンド事業拡大関空・インバウンド事業拡大 進捗進捗

数値目標の進捗状況 基準値を大きく上回る

関空 インバウンド事業 営業収益関空・インバウンド事業 営業収益
増加進捗状況（対2015年3月期実績）

26.042.5%
50%30

（億円）

関空・インバウンド事業※1 営業収益
2015年3月期実績 2018年3月期目標

26.0 

17.0 
37.5% 30%

40%

20

2015年3月期実績 2018年3月期目標

129億円 ⇒ 155億円

26億円 増収

4.3 

9.8 

2.8 

7.2 

16.7%

10%

20%
10

うちインバウンド事業※2（推計）
2015年3月期実績 2018年3月期目標

23億円 ⇒ 40億円

26億円 増収

0%0

基準値

(目標の1/6)

実績 目標

15/9月期 18/3月期

23億円 ⇒ 40億円

17億円 増収
15/9月期 18/3月期

関空・インバウンド事業 営業収益増加額

うちインバウンド事業 営業収益増加額

関空・インバウンド事業進捗率

※1 関空・インバウンド事業
鉄道事業（空港線）、リムジンバス事業、関空島内バス事業、流通事業、

サービスアパートメント事業、関空島内設備管理・施設運営受託事業等
※2 インバウンド事業
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インバウンド事業進捗率上記のうち外国人による収益（当社推計）



なんばエリアの求心力向上なんばエリアの求心力向上（１／２）（１／２）

新南海会館ビル建替プロジェクトの推進

○新南海会館ビル計画概要
・最高水準の耐震＆BCP機能、関空直結の立地、先進・予防医療と都市型コンベンション機能等を装備
・オフィスフロア追加、工事単価の上昇を含め投資額４４０億円に変更

階数 地上30階 地下2階

最高高さ 約148ｍ

オフィス 医療施設 ホ ル・カンファ

建築概要

建物用途
オフィス、医療施設、ホール・カンファ
レンス、商業系施設、金融系施設 他

延床面積 約84,000㎡

竣工予定 2018年9月

総事業費 約440億円総事業費 約440億円

想定収支 収益 約36億円、EBITDA 約28億円

・なんばエリアの価値を向上（企業ブランド、経済効果）させるテナントの誘致
・工事スケジュールの遵守
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・工事スケジュールの遵守



なんばエリアの求心力向上なんばエリアの求心力向上（２／２）（２／２）

なんばエリアの魅力向上

○なんば賃貸ビル収入 ○なんば商業売上
会館ビル解体による減収から回復基調 なんばＣＩＴＹリニューアル（※）に伴い一時的に減収

※本館B2階・南館約100店舗（全体の約40%）

16年3・4月オープン（一部15年10月先行）、投資額約25億円

136
110

130

150

（億円）

272 265 262 287

300

400

500

600

（億円）

136 129 132 132

50

70

90

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期

予想

292 298 299 274

0

100

200

300

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
予想

なんば地区 計
予想

なんばＣＩＴＹ なんばパークス

・賃料水準・稼働率の継続的な維持向上
・なんばＣＩＴＹリニューアルによる鮮度維持、インバウンド旅客をターゲットとしたフロア構成による

集客力の向上
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集客力の向上



沿線エリアの魅力創造沿線エリアの魅力創造

沿線各エリアの魅力度向上、各駅周辺開発計画の推進

○高野山開創1200年大法会効果 ○和歌山市駅活性化計画 ○情報発信、プロモーション
鉄道・バスを中心に増収増益 ・市街地再開発事業前提に計画を策定中 ・映画ｽﾀｰｳｫｰｽﾞと特急ラピートのコラボ

・オフィスビル、図書館、商業・集客施設で構成 ・九度山と大河ドラマ「真田丸」のPR

大法会期間中（4/2～5/21）の

30
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（百万円）（千人）

大法会期間中（4/2～5/21）の

前年同期比較

0

10

20

0

20

40

60

2014年 2015年

高野山駅降者数 りんかんバス旅客運送収入

・高野山開創１２００年に続き、大河ドラマ「真田丸」と連携した九度山周辺での観光振興
・和歌山市駅の活性化計画を決定、和歌山市との協業による再開発計画の推進
映画スタ ウォ ズとタイアップした特急ラピ トの運行とインバウンドへの波及
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・映画スターウォーズとタイアップした特急ラピートの運行とインバウンドへの波及



グループ経営基盤の強化グループ経営基盤の強化（１／２）（１／２）

経営資源の重点配分

○投資計画＜ ３か年計 1,250億円＞
前中計と比べ、安全・安心の向上を図るため投資額の水準を引き上げ
加えて、新南海会館ビル建替工事をはじめとした収益拡大案件にも資源を投入する

投資額（3年間） 主な内容

収益拡大
約670億円

・なんばエリア増収 330億円
新南海会館ﾋﾞﾙ建替工事、なんばCITYリニューアル等

・成長投資 200億円
物流事業関係 賃貸物件取得等

投資
約670億円 物流事業関係、賃貸物件取得等

・沿線エリア活性化等 100億円
和歌山市駅活性化、泉ヶ丘駅前施設リニューアル等

・Ｍ＆Ａ 40億円
大阪府食品流通センター等

鉄道関連 事 億円

安全・更新
投資

約580億円

・鉄道関連工事 250億円
車両新造、高野線PTC導入、駅・高架橋耐震工事等

・不動産・流通既存施設工事 150億円
なんばエリアSC・賃貸ビル改修工事等

・その他 180億円

・安全・更新投資、およびなんばエリア・沿線エリア等の収益拡大投資を着実に推進
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安全 更新投資、およびなんば リア 沿線 リア等の収益拡大投資を着実に推進
・成長投資につき、案件の選択と集中を意識しつつ更なる具現化に向け取り組む



グループ経営基盤の強化グループ経営基盤の強化（２／２）（２／２）

財務体質の継続的改善

○財務指標等の推移
・収益性は同業内で最高水準 ・財務体質は着実に改善 ・資本効率についても同時に改善

有利子負債残高 ＥＢＩＴＤＡ倍率
EBITDA EBITDAマ ジン

ＲＯＥ 営業収益当期純利益率

4,803

4,696
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8.3% 7.1%6.13
5.74 5.40

4.97
4 61
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12%

（倍）
総資産営業収益率 財務レバレッジ

4,527

3.6 3.4 3.0 2.6 2.5 0
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仮 基づ 算

22.3% 23.0% 22.1%
24.6% 25.5%
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4.4% 5.5%

3.1%
4.1%

4.9%

0.23 0.23 0.25 0.25 0.24

4.61

0

2

4

0%

2%

4%

6%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期

予想

※以下の仮定に基づき計算
16/3末総資産＝15/9末総資産
16/3末自己資本＝15/9末自己資本＋（16/3期純利益予想-15/9期純利益）

・利益水準の維持向上とキャッシュフロー経営の徹底により、財務指標の一層の改善を目指す
・改善の見込めない不採算事業について抜本的な改善策を策定・実施していく

39



まとめまとめ

 2016年3月期は、想定以上の空港線の好調や電力料金値上げの抑制、
退職金費用の減等の外部要因により増収増益を確保できる見込み。

 これを受け 施設修繕や安全投資を計画通り実施していく これを受け、施設修繕や安全投資を計画通り実施していく。

 加えて、物流事業の収益基盤向上や拡大するインバウンド関連の収益機
会獲得等の成長投資の具体化に注力する。

 一方で中国経済の減速や物流事業の過熱感、建設コストの高止まり等の
懸念材料の動向にも注視していく。

 併せて、新南海会館建替完了後の成長戦略について、物流事業の成長
加速、難波や沿線での新たな不動産開発等を軸としつつ、新たな成長領
域への進出を検討していく。

2016年3月期 見込 2018年3月期 目標

営業利益 ２９８億円 ３００億円

有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 ８．９倍 ８倍台

【参考】ＲＯＥ ７．８％ ７．１％
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１ ２０１２年３月期 決算の概要参考資料１．２０１２年３月期 決算の概要参考資料

41



【【参考参考】】沿線マップ沿線マップ
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【参考】沿線マップ 追加ページ【【参考参考】】なんばエリアマップなんばエリアマップ

千 日 前

道宗 なんばオリエンタル

地下鉄堺筋線
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鉄
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なんば出口

新南海会館ﾋﾞﾙ
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四ツ橋駅
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Zepp Namba(OSAKA)
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【【参考参考】】物流施設マップ物流施設マップ

北大阪流通センター

東大阪流通センター
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ＩＲのお問い合わせ先ＩＲのお問い合わせ先

南海電気鉄道株式会社南海電気鉄道株式会社
〒556-8503 大阪市浪速区敷津東2-1-41
経営政策室 経営企画部（ＩＲ担当）経営政策室 経営企画部（ＩＲ担当）
ＴＥＬ：06-6644-7105 ＦＡＸ：06-6644-7108
ＵＲＬ：http://www.nankai.co.jp/p // jp/

本資料は投資勧誘を目的とした資料ではありません。あくまでも参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信・有価証券
報告書等をご参照ください。本資料で記述しております業績予想及び将来予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算
定しておりますが、需要動向などの業況の変化、物価変動等、多分に不確実要素を含んでおります。そのため、実際の業績
は、様々な要因の変化により業績予想と乖離する場合がありますので、ご承知おきいただきますようお願いいたします。
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